
㻝㻚㻯㻭㻿㻮㻱㻱熊本㻞㻜㻝㻣ᖺ版_改訂版㻚xlsx 性能表示

■䚷建物概要 ■䚷外観

建物名称 㻾㻯八代港䚷客船䝍䞊䝭䝘䝹 階数 地ୖ㻝㻲

建設地 熊本県八代市新港⏫㻞㻡㻙㻝䚸㻞㻡㻙㻢䚸㻞㻡㻙㻣䚸㻞㻡㻙㻤䚸㻞㻡㻙㻥構造 㻿造

用途地域 工業地域 ᖹ均居ఫ人員 230 人

気候区分 ７地域 ᖺ間使用時間 4,380 時間/ᖺ

建物用途 集会所㻘 評価䛾段階 実施設計段階評価 外観䝟䞊ス等

竣工ᖺ 予定 評価䛾実施日 㻞㻜㻝㻥ᖺ㻞᭶㻞㻣日 外観図䛾貼䜚付䛡䛿䚸

敷地面積 29,500 ㎡ 作成者 蔵原 䛆外観図䛇シ䞊䝖へ貼䜚付䛡し䛶く䛰さい䚹

建築面積 4,179 ㎡ 確認日 㻞㻜㻝㻥ᖺ㻞᭶㻞㻣日

延床面積 3,596 ㎡ 確認者 栁⏣

㻝䚷㻯㻭㻿㻮㻱㻱評価結果
■䚷建築物䛾環境効率䠄㻮㻱㻱䝷ン䜽&䝏䝱䞊䝖䠅

1.0

■䚷䝷䜲䝣䝃䜲䜽䝹㻯㻻2排出性能䠄䝷ン䜽表示䠅

㻞䚷熊本県重点評価結果
■䚷重点項総合評価

䛆重点項䠍䛇䚷温室効果ガス排出量削減䛾推進 66.8

䛆重点項䠎䛇䚷安全安心䛷暮䜙しやすい社会䛾実現 65.0

䛆重点項䠏䛇䚷県䛾地域資源䛾᭷効活用䛸保全 82.5

䛆重点項䠐䛇䚷循環型社会䛾実現 84.0

㻞㻜㻞㻜ᖺ㻟᭶

排出率

91%

評価点

73

䛆 性能表示 䛇䛀新築䛁

■BEE䠄環境効率䠅 =
Q (環境品質)

L (環境負荷)
BEE = 

䝷ン䜽表示ุ定値䠄評価点䠅

100点以ୖ

60点以ୖ80点未‶

40点以ୖ60点未‶

40点未‶

80点以ୖ100点未‶

■熊本県重点評価基準評価点

※評価点䛿䚸100点以ୖ䛜推奨䛷す䚹

䝷ン䜽
BEE値 Q値

評価䝷ン䜽表示

S

A

B+

ุ定値

B-

C

50以ୖ3.0以ୖ

1.0以ୖ1.5未‶

0.5以ୖ1.0未‶

0.5未‶

1.5以ୖ3.0未‶ －

－

－

－

素晴䜙しい

大変良い

良い

やや劣䜛

劣䜛

䖩䖩䖩䖩䖩

䖩䖩䖩䖩

䖩䖩䖩

䖩䖩

䖩

■環境効率評価基準

■䝷䜲䝣䝃䜲䜽䝹CO2 排出性能評価基準

䝷ン䜽表示ุ定値䠄排出率䠅

30％以ୗ

60％超80％以ୗ

80％超100％以ୗ

100％超

30％超60％以ୗ

䖪䖪䖪䖪䖪

䖪䖪䖪䖪

䖪䖪䖪

䖪䖪

䖪

47

48 1.0

0 50 100

0

50

100

環
境
品
質
Ｑ

環境負荷 L

S A B+

B-

C

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0
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㻝㻚㻯㻭㻿㻮㻱㻱熊本㻞㻜㻝㻣ᖺ版_改訂版㻚㼤㼘㼟㼤 結果

■使用評価䝬䝙ュア䝹： ■使用評価ソフト：

1-1䚷建物概要 1-2䚷外観

建物名称 㻾㻯八代港䚷客船䝍䞊䝭䝘䝹 階数 地上㻝㻲

建設地 熊本県八代市新港町㻞㻡㻙㻝䚸㻞㻡㻙㻢䚸㻞㻡㻙㻣䚸㻞㻡㻙㻤䚸㻞㻡㻙㻥構造 㻿造

用途地域 工業地域 ᖹ均居ఫ人員 㻞㻟㻜 人

地域区分 ７地域 ᖺ間使用時間 㻠㻘㻟㻤㻜 時間㻛ᖺ䠄想定値䠅

建物用途 集会所㻘 評価䛾段階 実施設計段階評価 外観䝟䞊ス等

竣工ᖺ 予定 評価䛾実施日 㻞㻜㻝㻥ᖺ㻞᭶㻞㻣日 図を貼䜚付け䜛䛸き䛿

敷地面積 㻞㻥㻘㻡㻜㻜 ㎡ 作成者 蔵原 シ䞊ト䛾保護を解除し䛶く䛰さい

建築面積 㻠㻘㻝㻣㻥 ㎡ 確認日 㻞㻜㻝㻥ᖺ㻞᭶㻞㻣日

延床面積 㻟㻘㻡㻥㻢 ㎡ 確認者 栁田

2-1䚷建築物䛾環境効率䠄BEE䝷ン䜽&䝏ャ䞊ト䠅2-2 䝷イフサイ䜽䝹㻯O㻞㻔温暖化影響䝏ャ䞊ト䠅 2-3䚷大項目䛾評価䠄ﾚｰ䡼ﾞｰ䡽ｬｰﾄ䠅

1.0

標準計算

2-4䚷中項目䛾評価䠄䝞䞊䝏ャ䞊ト䠅

Q䚷環境品質 Q 䛾スコア = 2.9

Q1 室内環境      Q2 サ࣮ビス性能 Q3 室外環境㸦敷地内㸧
3.1 3.2 2.2

LR䚷環境負荷ప減性 LR 䛾スコア = 3.1
LR1 エネ࣮ࣝࢠ      LR2 資源࣭マテࣜアࣝ LR3 敷地外環境

3.0 3.1 3.1

3䚷設計上䛾配慮項
重点項総合評価 重点項䛾評価䠄䝺䞊䝎䞊䝏ャ䞊ト䠅

73

重点項䠍：温室効果ガス排出量削減䛾推進 重点項䠎：安全安心䛷暮䜙しやすい社会䛾実現
66.8 65.0

重点項䠏：県䛾地域資源䛾᭷効活用䛸保全 重点項䠐：循環型社会䛾実現
82.5 84.0

CASBEE-建築(新築)2016年版 CASBEE-BD_NC_2016(v2.1)

㻞㻜㻞㻜ᖺ㻟᭶

こࣛࢢࡢフࡣ、LR3中ࠕࡢ地球温暖化ࡢ配慮ࠖࡢ内容を、一般

的な建物㸦参照値㸧比たࣛイフサイࣝࢡCO2 排出量ࡢ目安

࡛示したも࡛ࡢす

BEE = 

䖩㻯㻦 䖩䖩㻦 㻙㻮䖩䖩䖩㻦 㻗㻮䖩䖩䖩䖩㻭㻦 䖩䖩䖩䖩䖩㻿㻦 㻟㻜%㻦 䖪䖪䖪䖪䖪 㻢㻜%㻦 䖪䖪䖪䖪 㻤㻜%㻦 䖪䖪䖪 㻝㻜㻜%㻦 䖪䖪 㻝㻜㻜%超㻦 䖪

㻠㻣

㻠㻤 㻝㻚㻜

㻜 㻡㻜 㻝㻜㻜

㻜

㻡㻜

㻝㻜㻜

環
境

品
質

Ｑ

環境負荷 L

S A B+

B-

C

㻟㻚㻜

㻜㻚㻡

㻝㻚㻡 㻮㻱㻱=㻝㻚㻜

㻜 㻠㻢 㻥㻞 㻝㻟㻤 㻝㻤㻠

建設 修繕䞉更新䞉解体 運用 オンサイト オフサイト

100%

91%

91%

91%

ձ参照値

ղ建築物ࡢ取組み

ճ上記+ղ以外ࡢ

մ上記+

䠅㻞 㼙䞉ᖺ㻛㻞㻯O㻙㼗㼓䠄

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

㻽㻞 サ䞊ビ

ス性能

㻽㻟 室外環

境

㻔敷地内㻕

L㻾㻟 

敷地外環

境

L㻾㻞 資源䞉

䝬テ䝸ア䝹

L㻾㻝 

エネ䝹

䜼䞊

㻽㻝

室内環境

㻞㻚㻟

㻟㻚㻜

㻟㻚㻤

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

N.A.

㻟㻚㻝 㻟㻚㻝 

㻟㻚㻢 

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

㻝㻚㻜 

㻟㻚㻜 

㻞㻚㻡 

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

㻠㻚㻡

㻟㻚㻜

㻞㻚㻡

㻟㻚㻜

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

㻟㻚㻠 
㻟㻚㻝 㻟㻚㻜 

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

㻟㻚㻟 
㻟㻚㻜 㻟㻚㻝 

㻝

㻞

㻟

㻠

㻡

音環境 機能性 生物環境耐用性 ᑐ応性 䜎䛱䛺䜏 地域性䞉

㻽㻟䛾スコア=㻽㻞䛾スコア=㻽㻝䛾スコア=

温熱環境 光･視環境 空気質環境

水資源 非再生材料䛾

L㻾㻟䛾スコア=L㻾㻞䛾スコア=L㻾㻝䛾スコア=

汚染物質
建物外皮䛾 自然エネ 設備システ 効率的

地球温暖化 地域環境 周辺環境

■㻯㻭㻿㻮㻱㻱㻦 㻯㼛㼙㼜㼞㼑㼔㼑㼚㼟㼕㼢㼑 㻭㼟㼟㼑㼟㼟㼙㼑㼚㼠 㻿㼥㼟㼠㼑㼙 㼒㼛㼞 㻮㼡㼕㼘㼠 㻱㼚㼢㼕㼞㼛㼚㼙㼑㼚㼠 㻱㼒㼒㼕㼏㼕㼑㼚㼏㼥 䠄建築環境総合性能評価システ䝮䠅

■㻽㻦 㻽㼡a㼘㼕㼠㼥 䠄建築物䛾環境品質䠅䚸L㻦 L㼛a㼐 䠄建築物䛾環境負荷䠅䚸L㻾㻦 L㼛a㼐 㻾㼑㼐㼡㼏㼠㼕㼛㼚 䠄建築物䛾環境負荷ప減性䠅䚸㻮㻱㻱㻦 㻮㼡㼕㼘㼠 㻱㼚㼢㼕㼞㼛㼚㼙㼑㼚㼠 㻱㼒㼒㼕㼏㼕㼑㼚㼏㼥 䠄建築物䛾環境効率䠅
■䛂䝷イフサイ䜽䝹㻯O㻞䛃䛸䛿䚸建築物䛾部材生産䞉建設か䜙運用䚸改修䚸解体廃棄䛻至䜛一生䛾間䛾酸化炭素排出量を䚸建築物䛾ᑑ命ᖺ数䛷除し䛯ᖺ間酸化炭素排出量䛾こ䛸

■評価ᑐ象䛾䝷イフサイ䜽䝹㻯O㻞排出量䛿䚸㻽㻞䚸L㻾㻝䚸L㻾㻞中䛾建築物䛾ᑑ命䚸省エネ䝹䜼䞊䚸省資源䛺䛹䛾項目䛾評価結果か䜙自動的䛻算出さ䜜䜛

㻞㻡

㻡㻜

㻣㻡

㻝㻜㻜

㻝㻞㻡

温室効果ガス

排出量削減䛾

推進

安全安心䛷

暮䜙しやすい

社会䛾実現

県䛾地域資源

䛾

᭷効活用䛸保全

循環型社会

䛾実現

評価点 =

評価点 =

評価点 =

評価点 =

評価点 =

㻝㻛㻝



㻝㻚㻯㻭㻿㻮㻱㻱熊本㻞㻜㻝㻣ᖺ版_改訂版㻚xlsx 配慮項

4䚷設計ୖ䛾配慮項

総合

Q1  室内環境

Q2  サ࣮ࣅス性能

Q3  室外環境㸦敷地内㸧

LR1  ࣮ࢠࣝࢿ࢚

LR2  資源࣭マテࣜアࣝ

LR3  敷地外環境

そ䛾

断熱材ࣀࡣンࣇロンしたࠋ

適ษ࡞数ࡢ駐車駐輪スペ࣮スを計画しࠊ周辺ࡢ交通負荷軽減配慮したࠋ建物駐車場ࡢ動線ࡀศࡾやすいࡼう配慮
したࠋ

䛆 配慮項 䛇

周辺ࡢࡽ圧迫感配慮しࠊ透明感を強調すࡿ為ࠊ縦型࣮࢝ࡢテンウ࣮࢛ࣝを採用したࠋ
敷地内緑地や日本庭園を配置しࠊ景観配慮したࠋ

大空間を設け࡚開放的࡞空間を心掛けたࠋ

地ୗࣆットを設け࡚ࠊ設備系統ࡢメンテナンスを考慮した計画したࠋ

敷地内緑地や日本庭園を設け࡚ࠊ暑熱環境配慮したࠋ

一部Low-eࣛ࢞スを採用しࠊ遮熱性を高ࡵたࠋ

䛀新築䛁
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㻝㻚㻯㻭㻿㻮㻱㻱熊本㻞㻜㻝㻣ᖺ版_改訂版㻚xlsx ス䝁䜰

㻯㻭㻿㻮㻱㻱㻙建築㻔新築㻕㻞㻜㻝㻢ᖺ版 ■使用評価䝬䝙ュ䜰䝹：CASBEE-建築(新築)2016年版
欄䛻数値䜎䛯䛿䝁䝯ン䝖を記入 ■評価䝋䝣䝖： CASBEE-BD_NC_2016(v2.1)

ス䝁䜰シ䞊䝖

配慮項目 環境配慮設計䛾概要記入欄 評価点
重䜏
係数

評価点
重䜏
係数

全体

Ｑ䚷建築物䛾環境品質 2.9

Q1 室内環境 0.40 - 3.1

1 音環境 2.3 0.20 - - 2.3

1.1 室内騒音䝺䝧䝹 - - - -

1.2 遮音 3.0 0.67 - -

1 開口部遮音性能 3.0 1.00 - -

2 界壁遮音性能 - - - -

3 界床遮音性能䠄軽量衝撃源䠅 - - - -

4 界床遮音性能䠄重量衝撃源䠅 - - - -

1.3 吸音 1.0 0.33 - -

2 温熱環境 3.0 0.47 - - 3.0

2.1 室温制御 3.0 0.50 - -

1 室温 3.0 0.38 - -

2 外皮性能 3.0 0.25 - -

3 䝌䞊ンู制御性 3.0 0.38 - -

2.2 ‵度制御 3.0 0.20 - -

2.3 空調方式 3.0 0.30 - -

3 光䞉視環境 - - - - - 

3.1 昼光利用 - - - -

1 昼光率 - - - -

2 方ู開口 - - - -

3 昼光利用設備 - - - -

3.2 䜾䝺䜰ᑐ策 - - - -

1 昼光制御 - - - -

3.3 照度 - - - -

3.4 - - - -

4 空気質環境 3.8 0.33 - - 3.8

4.1 発生源ᑐ策 5.0 0.50 - -

1 化学汚染物質 5.0 1.00 - -

4.2 換気 3.0 0.30 - -

1 換気量 3.0 0.50 - -

2 自然換気性能 - - - -

3 取䜚入䜜外気へ䛾配慮 3.0 0.50 - -

4.3 運用管理 2.0 0.20 - -

1 CO2䛾監視 3.0 0.50 - -

2 喫煙䛾制御 1.0 0.50 - -

Q2 䝃䞊ビス性能 － 0.30 - - 3.2

1 機能性 3.1 0.40 - - 3.1

1.1 機能性䞉使いやすさ 3.0 0.40 - -

1 広さ䞉納性 - - - -

2 高度情報通信設備ᑐ応 - - - -

3 䝞䝸䜰䝣䝸䞊計⏬ 3.0 1.00 - -

1.2 心理性䞉快適性 3.0 0.30 - -

1 広さ感䞉景観 䠄天井高䠅 - - - -

2 䝸䝣䝺ッシュス䝨䞊ス - - - -

3 内装計⏬ 3.0 1.00 - -

1.3 維持管理 3.5 0.30 - -

1 維持管理䛻配慮し䛯設計 3.0 0.50 - -

2 維持管理用機能䛾確保 4.0 0.50 - -

2 耐用性䞉信頼性 3.1 0.30 - - 3.1

2.1 耐震･免震䞉制震䞉制振 3.0 0.50 - -

1 耐震性㻔建物䛾䛣わ䜜䛻くさ㻕 3.0 0.80 - -

2 免震䞉制震䞉制振性能 3.0 0.20 - -

2.2 部品䞉部材䛾耐用ᖺ数 3.6 0.30 - -

1 躯体材料䛾耐用ᖺ数 3.0 0.20 - -

2 外壁ୖ䛢材䛾補修必要間隔 5.0 0.20 - -

3 3.0 0.10 - -

4 空調換気䝎䜽䝖䛾更新必要間隔 3.0 0.10 - -

5 4.0 0.20 - -

6 主要設備機器䛾更新必要間隔 3.0 0.20 - -

2.4 信頼性 3.0 0.20 - -

1 空調䞉換気設備 3.0 0.20 - -

2 給排水䞉衛生設備 2.0 0.20 - -

3 電気設備 3.0 0.20 - -

4 機械䞉配管支持方法 5.0 0.20 - -

5 通信䞉情報設備 2.0 0.20 - -

㻾㻯八代港䚷客船䝍䞊䝭䝘䝹

耐震ｸﾗ䡹㻿

空調䞉給排水配管䛾更新必要間隔 㻯以ୖを使用

押出成形セ䝯ン䝖板䠄䠐䠌ᖺ䠅

主要内装ୖ䛢材䛾更新必要間隔

㻲䖪䖪䖪䖪建材䛾積極的䛺採用䚷化学物質濃度測定

➁䐡清掃用具室䛾設置䐣䝂䝭䡹ﾍ䢛䡬䡹確保
䐤清掃用流し䛾設置䐧清掃時䛾照度確保
䐨䝞䝹䝤等䛾調整䛜容易䐩天井点検口㻢㻜㻜×㻢㻜㻜

実施設計段階

照明制御
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3 ᑐ応性䞉更新性 3.6 0.30 - - 3.6

3.1 空間䛾ゆ䛸䜚 5.0 0.30 - -

1 階高䛾ゆ䛸䜚 - - - -

2 空間䛾形状䞉自⏤さ 5.0 1.00 - -

3.2 荷重䛾ゆ䛸䜚 3.0 0.30 - -

3.3 設備䛾更新性 3.0 0.40 - -

1 空調配管䛾更新性 3.0 0.20 - -

2 給排水管䛾更新性 3.0 0.20 - -

3 電気配線䛾更新性 3.0 0.10 - -

4 通信配線䛾更新性 3.0 0.10 - -

5 設備機器䛾更新性 3.0 0.20 - -

6 䝞ッ䜽䜰ッ䝥ス䝨䞊ス䛾確保 3.0 0.20 - -

Q3 室外環境䠄敷地内䠅 － 0.30 - - 2.2

1 生物環境䛾保全䛸創出 1.0 0.30 - - 1.0

2 䜎䛱䛺䜏䞉景観へ䛾配慮 3.0 0.40 - - 3.0

3 地域性䞉䜰䝯䝙テ䜱へ䛾配慮 2.5 0.30 - - 2.5

3.1 地域性へ䛾配慮䚸快適性䛾向ୖ 3.0 0.50 - -

3.2 敷地内温熱環境䛾向ୖ 2.0 0.50 - -

L㻾䚷建築物䛾環境負荷ప減性 - - 3.1

LR1 エネ䝹䜼䞊 － 0.40 - - 3.0

1 建物外皮䛾熱負荷抑制 4.5 0.20 - - 4.5

2 自然エネ䝹䜼䞊利用 3.0 0.10 - - 3.0

3 設備システ䝮䛾高効率化 [BEI][BEIm] = 0.89 2.5 0.50 - - 2.5

4 効率的運用 3.0 0.20 - - 3.0

集合ఫ宅以外䛾評価 3.0 1.00 - -

4.1 䝰䝙䝍䝸ン䜾 3.0 0.50 - -

4.2 運用管理体制 3.0 0.50 - -

集合ఫ宅䛾評価 - - - -

4.1 䝰䝙䝍䝸ン䜾 - - - -

4.2 運用管理体制 - - - -

LR2 資源䞉䝬テ䝸䜰䝹 － 0.30 - - 3.1

1 水資源保護 3.4 0.20 - - 3.4

1.1 節水 4.0 0.40 - -

1.2 雨水利用䞉雑排水等䛾利用 3.0 0.60 - -

1 雨水利用システ䝮導入䛾᭷無 3.0 0.70 - -

2 3.0 0.30 - -

2 非再生性資源䛾使用量削減 3.1 0.60 - - 3.1

2.1 材料使用量䛾削減 2.0 0.10 - -

2.2 既存建築躯体等䛾⥅⥆使用 3.0 0.20 - -

2.3 躯体材料䛻䛚䛡䜛䝸䝃䜲䜽䝹材䛾使用 3.0 0.20 - -

2.4 3.0 0.20 - -

2.5 持⥆可能䛺森林䛛䜙産出さ䜜䛯木材 3.0 0.10 - -

2.6 部材䛾再利用可能性向ୖへ䛾取組䜏 4.0 0.20 - -

3 汚染物質含᭷材料䛾使用回避 3.0 0.20 - - 3.0

3.1 ᭷害物質を含䜎䛺い材料䛾使用 3.0 0.30 - -

3.2 䝣䝻ン䞉䝝䝻ン䛾回避 3.0 0.70 - -

1 消火剤 - - - -

2 発泡剤䠄断熱材等䠅 3.0 0.50 - -

3 冷媒 3.0 0.50 - -

LR3 敷地外環境 － 0.30 - - 3.1

1 地球温暖化へ䛾配慮 3.3 0.33 - - 3.3

2 地域環境へ䛾配慮 3.0 0.33 - - 3.0

2.1 大気汚染防止 3.0 0.25 - -

2.2 温熱環境悪化䛾改善 3.0 0.50 - -

2.3 地域䜲ン䝣䝷へ䛾負荷抑制 3.0 0.25 - -

1 雨水排水負荷ప減 3.0 0.25 - -

2 汚水処理負荷抑制 3.0 0.25 - -

3 交通負荷抑制 3.0 0.25 - -

4 廃棄物処理負荷抑制 3.0 0.25 - -

3 周辺環境へ䛾配慮 3.1 0.33 - - 3.1

3.1 騒音䞉振動䞉悪臭䛾防止 3.0 0.40 - -

1 騒音 3.0 1.00 - -

2 振動 - - - -

3 悪臭 - - - -

3.2 風害䚸砂塵䚸日照阻害䛾抑制 3.0 0.40 - -

1 風害䛾抑制 3.0 0.70 - -

2 砂塵䛾抑制 1.0 - - 

3 日照阻害䛾抑制 3.0 0.30 - -

3.3 光害䛾抑制 3.7 0.20 - -

1 4.0 0.70 - -

2 3.0 0.30 - -

節水䝁䝬䚸節水型器具䛾採用

比率：㻜㻚㻜㻣㻟

㻮㻼Iｍ＝㻜㻚㻤㻡

雑排水等利用システ䝮導入䛾᭷無

躯体材料以外䛻䛚䛡䜛䝸䝃䜲䜽䝹材䛾使用

－

再生ｸﾗ䡫䡸ｬﾗ䢙

䝷䜲䝣䝃䜲䜽䝹㻯㻻㻞排出率：㻥㻝％

軽鉄ୗ地

昼光䛾建物外壁䛻䜘䜛射光䠄䜾䝺䜰䠅へ䛾ᑐ策

屋外照明及び屋内照明䛾う䛱外䛻漏䜜䜛光へ䛾ᑐ策 光害ᑐ策ガ䜲䝗䝷䜲ン䛾一部を‶䛯す䚸広告物照明䛾取扱䛺し
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熊本県重点評価結果ス䝁䜰シ䞊䝖

㻾㻯八代港䚷客船䝍䞊䝭䝘䝹

■評価䝋䝣䝖： CASBEE-BD_NC_2016(v2.1) ■使用評価䝬䝙ュ䜰䝹： 㻯㻭㻿㻮㻱㻱熊本䛀新築䛁㻞㻜㻝㻣ᖺ版

䖩熊本県重点評価結果 総合評価点 73

重点項

重点項目䠄配慮項目䠅 ス䝁䜰
重䜏
係数

䐟 温室効果ガス排出量削減䛾推進

Q1-2.1.2 外皮性能 3.0 0.05

Q1-3.1.3 昼光利用設備 0.0 0.05

Q1-3.2.1 昼光制御 0.0 0.05

L㻾㻝‐㻝 建物外皮䛾熱負荷抑制 4.5 0.15

L㻾㻝‐㻞 自然エネ䝹䜼䞊利用 3.0 0.20

L㻾㻝‐㻟 設備システ䝮䛾高効率化 2.5 0.30

LR2-2.1 材料使用量䛾削減 2.0 0.10

L㻾㻟‐㻞㻚㻟㻚㻟 交通負荷抑制 3.0 0.10

䐠 安全安心䛷暮䜙しやすい社会䛾実現

Q2-1.1.3 䝞䝸䜰䝣䝸䞊計⏬ 3.0 0.25

Q2-2.1.1 耐震性 3.0 0.25

Q3-1 生物環境䛾保全䛸創出 1.0 0.15

Q3-3 地域性䞉䜰䝯䝙テ䜱へ䛾配慮 2.5 0.20

LR3-2.2 温熱環境悪化䛾改善 3.0 0.15

䐡 県䛾地域資源䛾᭷効活用䛸保全

Q3-2 䜎䛱䛺䜏䞉景観へ䛾配慮 3.0 0.20

LR2-1.1 節水 4.0 0.30

LR2-1.2.1 雨水利用システ䝮導入 3.0 0.20

LR2-2.5 持⥆可能䛺森林䛛䜙産出さ䜜䛯木材 3.0 0.30

䐢 循環型社会䛾実現

Q2-2.2 部品䞉部材䛾耐用ᖺ数 3.6 0.30

Q2-3 ᑐ応性䞉更新性 3.6 0.30

LR2-2.2 既存建築躯体等䛾⥅⥆使用 3.0 0.10

LR2-2.3 躯体材料䛻䛚䛡䜛䝸䝃䜲䜽䝹材䛾使用 3.0 0.15

LR2-2.4 躯体材料以外䛻䛚䛡䜛䝸䝃䜲䜽䝹材䛾使用 3.0 0.15

84 0.20 16.80

■評価点算出式
䚷䚷評価点䛿䚸以ୗ䛾方法䛻䜘䜚算出し䛶い䜎す䚹
䚷◆総合評価結果
䚷䚷䚷䚷総合評価点䚷＝䚷䠄各重点項䛾評価点×各重点項䛾重䜏係数䠅䛾総和
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷※重䜏係数䛾総和䛿䚸䛂䠍䛃䛷あ䜛䛣䛸䚹
䚷◆各重点項䠄䐟～䐢䛾項目䠅
䚷䚷䚷䚷評価点䚷＝䚷䠄各重点項目䛾ス䝁䜰×各重点項目䛾重䜏係数䠅䛾総和×㻔㻡㻛㻠㻕×㻞㻜
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷※重䜏係数䛾総和䛿䚸䛂䠍䛃䛷あ䜛䛣䛸䚹
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷※䠄5/4䠅×20 ： ス䝁䜰4点を評価点100点䛻変換す䜛ス䜿䞊䝸ン䜾定数

65 0.20 13.00

82.5 0.20 16.50

66.8 0.40 26.72

実施設計段階

建物名称

評価点
重点項
重䜏係数

評価配点
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